
討議資料

０．この討議資料の目的

　この討議資料は、普段なかなか情報が入ってこない地
方の行政や地方議会、香取市のことについて、興味を持っ
ていただくきっかけとなればいいなと思って作っています。

　わからないこと、難しいと思うことがありましたら、お気
軽に聞いていただけましたら幸いです。

１．一般質問って何？

　一般質問というのは、簡単にいうと、各議員が市のやっ
ていることや、これから行うことなどについて、現在どうなっ
ているのか、これからどうするのか、といったことを聞くこと
ができるものです。

　一般質問の機能としては、市のやっていることをチェッ
クする機能や、政策を提案する機能、市の課題を議会と市
で共有する機能などがあります。

　質問することを通じて、現在の市の現状や抱えている課
題を把握するとともに、そういったものを解決していくため
の提案を行うことができます。

　一般質問から実現する施策も多くあります。

　質問できる内容は幅広く、市が関係していることであれ
ば、ほとんどのことが質問の対象になると思います。

　一般質問は、議員の考え方や取り組む政策などが色濃
く出るところですし、市側の答弁をうまく引き出して噛み合
った議論をし、市政をいい方向へ進めていくためには、質
問する側の力量が重要になってくると考えます。

　香取市議会では、各議員に1人60分間の質問時間が
与えられ、その時間の中で議員の質問と市側の答弁が行
われます。

　かとう裕太の一般質問は質問数も内容も多いので、い
つも質問時間の範囲内で残り時間をほとんど残さず使っ
て質問をさせていただいています。

２．一般質問は任期の4年間で何回できるの？

　一般質問は、基本的には定例会の際に行うことができ
ます。

　香取市議会の場合は、定例会が１年間に４回開催さ
れ、市議会議員の任期は4年ですので、4年の間に16回
行うことができます。

３．かとう裕太は４年間で何回質問したの？

　かとう裕太は、令和4年9月定例会終了時点で、全ての
定例会で合計15回の一般質問を行っています。

　４年の任期の最後の議会が令和４年12月定例会で、
10月25日から行われる予定ですが、もちろんいつものよ
うに12月定例会でも一般質問を行う予定ですので、16
回全ての機会で一般質問をさせていただくことになると
思います。

　かとう裕太の一般質問は、毎回質問数が多く、これま
で合計すると500を超える質問や提案、要望を行ってい
ます。

　これは香取市議会会議録検索システムで検索すると、
この4年間の任期の議員の中で一番多く、議事進行を行
う議長を除くと発言数は最多となっています。

参考：香取市議会会議録検索システム
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/katori/SpTop.html

かとう裕太の4年間の一般質問振り返り
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